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Ｑ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
？

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
す
こ
や
か
に

暮
ら
す
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
対
応
す
る
地
域
の
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

Ｑ
ど
ん
な
事
を
相
談
し
て
い

い
の
？

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
に
関
わ
る
こ

と
な
ら
何
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
配
事
か
ら
、
病
気
、
介

護
、
金
銭
的
な
問
題
虐
待

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
相
談
す
る
の
が
不
安
で

す
。

Ａ
困
り
ご
と
が
漠
然
と
し
て

い
て
、
説
明
で
き
な
い
と
不

安
が
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す

が
、
職
員
が
問
題
点
を
整
理

し
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
か
一
緒
に
考
え
ま

’
６
月
ｕ
日
に
開
催
し
、
令
和

４
年
度
決
算
報
告
、
令
和
５
年

度
予
算
や
令
和
５
年
度
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
審
議
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。一
決
算
及
び
予
算

別
表
の
と
お
り

二
「
拠
点
活
性
化
事
業
」
の
開

「
ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

令和4年度決算 単位円
収入の部 支出の部

科 目 ｜決算額 ｜ 科 目 決算額
前年度繰越金 874.1541管理運営費 70.790
共同募金 6.3501広報活動費 ’ 92.700

社協ム
ロ
ｒ
攻

’
’
’
’
’
’
’
’
一
’

’
一
…

社協助成金
地域ふれあい
事業

509‘640 35.000

令
和
５
年
度
総
会

’

"ool":蕊墓協賛金 98-204

ボランティア

活動事業
寄附金 15．000 81．891

学区社協ブ

ロック連絡会

稚進事業

雑収入 507 0

極
懸
剛
脈
柳
腰

古
市
学
区
に
お
住
ま
い
の
一

人
暮
ら
し
や
病
弱
な
ど
の
高
齢

者
の
方
か
ら
、
日
頃
の
生
活
等

で
の
困
り
ご
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
解
決
し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
事
が
で
き
ま
す
か
？

草
取
り
、
草
刈
り
、
簡
単
な

家
具
の
修
理
や
移
動
、
ご
み
出

す
。「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
「
助

け
て
ほ
し
い
」
事
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
相
談
費
用
は
必
要
で
す

か
？

Ａ
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

Ｑ
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
？

Ａ
古
市
小
学
校
区
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
広
島
市
安
佐
・

安
佐
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
活
用
し
よ
う
！
】

｜

活
動
拠
点
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ン
ク
」
を
活
性
化
さ
せ
、

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
あ
い
、

住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
広

げ
、
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て

い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。地
域
の
方
々
の
生
活
に
関
す

る
様
々
な
困
り
ご
と
や
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
に
、
社
協
ス
タ
ッ
フ

地域コミュニ

ティ活性化補
助金

’
３事業負担金等27.000 87.000

地域団体連携
支援基余

地域団体連携

支援事業
200.000 200.360

｜予備費 ’ 981.706
計' 1“7.6511 合計 ’ 1.647“1
△
ロ
’

令和5ｲ|ﾐ度収支予算 単位円
収入の部 支出の部

科 目 L決算顎｜ 科 目 ｜ 決算額
前年度繰越金’ 981.7061管理運営費 | 6mOo
共同募金 ’ 5.0001広報活動費 ｜－§両面

が
皆
さ
ん
の
来
所
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
大
丈

夫
で
す
よ
。

し
な
ど
で
す
。

◆
料
金
は
？

原
則
無
料
で
す
が
、
補
修
等

に
か
か
る
材
料
代
は
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
活
動
に
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

も
募
集
中
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

社協助成金
【
日
時
】

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

【
場
所
】

古
市
集
会
所
２
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

地域ふれあい
事業

に
直
接
ご
来
所
い
た
だ
く

か
、
お
電
話
で
の
対
応
も
可

能
で
す
。

事
前
に
お
電
話
を
頂
け
れ

ば
訪
問
も
可
能
で
す
。

住
所
“
広
島
市
安
佐
南
区
中

須
二
丁
目
四
番
６
号

虹
の
会
館
３
階

電
話
函
８
７
９
‐
１
８
７
６

お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

498.040 45.000

"ool":蕊襄協賛金 177.000
’
’
’
’
一
一
一寄附金

学区取組活性

化事業
0 65.000

雑収入
ボランティア

活動事業
41.000 80.000

No, 45
地域コミュニ

ティ活性化補
助金

学区社協ブロッ

ク連絡会推進事

業

諾行責任者
松本晃幸

10.000 15．000

虹の会館

共立病院北側建物
地域団体連携
支援基金

3階300.000 研修会参加費 47.000

地区社協活動

拠点活性化支 古
市
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

▼
場
所
／
古
市
学
区
集
会
所

２
階

▼
曜
日
／
月
曜
日
と
水
曜
日

（
祝
日
は
休
み
）

▼
時
間
／
午
後
１
時
～
４
時

▼
電
話
／
８
７
６
‐
２
３
９
０

《
地
域
貢
献
事
業
》

み
ん
な
で
遊
ぶ
公
園
を

キ
レ
イ
に
し
よ
う
！

協
力
／
（
株
）
八
紘

子
ど
も
達
が
公
園
の
用
具
を

。
ヘ
ン
キ
塗
り
を
す
る
こ
と
で
、

①
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
自

ら
取
組
む
こ
と
の
で
き
る
心

②
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
を

学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

日
時
／
皿
月
３
日
（
金
）
祝
日

午
前
加
時
～
吃
時

場
所
／
緑
道
公
園

中
須
広
場
周
辺

対
象
／
小
学
１
年
生
～
３
年
生

別
名

＊
別
途
に
申
込
受
付
し
ま
す
。

主
催
／
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

ア
バ
ン
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

一
電
工
白

〃
言
口

《
役
員
の
就
任
》

欠
員
が
生
じ
て
い
た
理
事
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、

馬
本
和
子
さ
ん

隆
田
正
行
さ
ん

に
就
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
名
と
も
古
市
学
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
発
展
の
た
め
に
、

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事業負担金等198-000 121.000

接事業 ８
ワ
１
６
‐

２
３
９
０

地域団体連携
支援事業

300.000

地区社協活動
拠点活性化支
援事業

198.000

雑費（赤い羽
根街頭募金）

15.000

｜予備費
合計 ’2,048.7461 合計

［ 835.7461
輌悪7Z引

措
置
を
と
る
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ

ネ
ー
の
購
入
を
指
示
さ
れ
る
。

②
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
を
名

乗
る
。
老
人
ホ
ー
ム
に
優
先
的

に
入
居
で
き
る
等
の
案
内
が
あ

り
、
そ
の
権
利
を
他
の
人
に
譲

っ
て
欲
し
い
。

③
還
付
金
が
戻
り
ま
す
と
、
市
一

役
所
職
員
を
名
乗
る
。
医
療
費

の
還
付
金
が
あ
る
の
で
、
近
く

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
、
今
か

ら
言
う
電
話
番
号
に
電
話
を
し
一

て
欲
し
い
。

｜

④
年
金
の
払
い
戻
し
が
あ
る
の
一

で
、
後
ほ
ど
銀
行
か
ら
電
話
さ

せ
る
等
、
多
種
多
彩
。（
Ｔ
・
Ｋ
）
’

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
電
話
が
か
か
る

ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
。

①
携
帯
電
話
に
着
信
が
あ
り
、

応
答
す
る
と
大
手
通
信
会
社
を

名
乗
る
。
未
納
料
金
が
あ
る
。

今
日
中
に
支
払
わ
な
い
と
法
的

｜

詐
欺
に
編
さ
れ
な
い
ぞ
！

電
話
で
の
お
金
の
話
は
詐

欺
？
と
思
っ
た
ら
親
族
等
に
相

談
を
。

｜
｜
霊
襄
簔
塞
一

◆
先
日
、
広
島
市
安
佐
・
安
佐

南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

行
っ
て
み
ま
し
た
。

場
所
は
共
立
病
院
の
北
側
。

入
口
は
建
物
の
西
側
（
駐
車
場

．
駐
輪
場
側
）
に
あ
り
、
案
内

板
が
出
て
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
３
階
の
事

務
所
へ
行
き
、
扉
横
の
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
で
用
件
を
伝
え
ま
し

た
。
担
当
職
員
の
方
に
個
室
に

案
内
さ
れ
、
話
し
や
す
い
雰
囲

気
の
中
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
後
も
相
談
者
に
寄

り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か

り
と
し
て
い
た
だ
け
そ
う
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

◆
広
島
土
砂
災
害
の
教
訓
を
伝

え
る
「
市
豪
雨
災
害
伝
承
館
」

が
９
月
１
日
被
災
地
の
安
佐
南

区
八
木
地
区
に
開
館
。

運
営
・
管
理
は
、
住
民
た
ち

で
作
る
一
般
社
団
法
人
「
梅
林

学
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
・
入
館
料
無
料
。
午
前
岨

時
～
午
後
５
時
。
月
曜
日
と
年

末
年
始
は
休
館
。

家
族
で
訪
ね
て
、
防
災
知
識

を
得
て
お
き
た
い
。
（
Ｍ
・
Ｓ
） F

最
近
は
、
携
帯
電
話
に
音
声

｜

」 ’’
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５
月
皿
日
、
あ
さ
マ
ル
シ
ェ

に
出
店
し
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
り
、

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
り
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
古
市
で
マ
ル
シ
ェ
開
催
は
初

め
て
の
こ
と
で
し
た
。
き
っ
か

け
は
、
商
店
会
会
長
か
ら
の
お

誘
い
で
し
た
。
「
飲
食
店
と
か

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
古
市
に
呼
ん

で
、
マ
ル
シ
ェ
開
催
を
企
画
し

て
い
る
み
た
い
。
古
市
か
ら
も

何
か
出
店
し
よ
う
！
」
も
ち
ろ

ん
、
古
市
が
大
好
き
な
各
団
体

か
ら
は
、
「
多
く
の
お
客
様
が

集
ま
る
機
会
な
の
で
、
古
市
の

元
気
の
い
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
！
」
と
、
即
決
で
賛

成
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、

「
マ
ル
シ
ェ
っ
て
何
す
れ
ば
い

い
？
」
と
い
う
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ほ
か
の
地

区
の
マ
ル
シ
ェ
を
下
見
す
る

と
、
昼
間
に
開
催
す
る
お
祭
り

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
そ

第
別
回
記
念
春
季
広
島
市

少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

７
月
２
日
開
催
前
日
ま
で
続

い
て
い
た
梅
雨
空
は
、
第
卵
回

記
念
を
祝
う
か
の
よ
う
に
見
事

に
梅
雨
晴
れ
と
な
り
ま
し
た
。

古
市
小
出
身
で
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー

ズ
広
島
所
属
の
井
上
航
選
手
を

来
賓
に
迎
え
、
始
球
式
で
卵
回

目
の
節
目
と
な
る
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。聯

第
１
回
あ
さ
マ
ル
シ
ェ

古
市
の
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
！

; 回:､

れ
な
ら
ば
、
「
古
市
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
！
」
と
い
う
結
論
に
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
団
体
が
協

力
し
て
古
市
ブ
ー
ス
を
運
営
し

ま
し
た
・
古
市
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

古
市
学
区
社
協
の
活
動
内
容
、

古
市
花
火
大
会
、
古
市
商
店
会
、

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
と
飲

食
の
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

【

,

理

噸
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5月学区民運動会

（学区連合町内会）8月古市花火大会8月古市花火大会の縁日

今
年
も
８
月
２
日
、
平
和
公

園
に
碑
め
ぐ
り
に
出
か
け
ま
し

た
。
今
年
は
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
、
保
護
者
も
あ
わ
せ
て

駆
人
の
参
加
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ

て
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｈ

Ｐ
Ｓ
）
の
方
、
広
島
商
業
高
校

の
生
徒
さ
ん
と
平
和
公
園
の
碑

め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
、
平
和
に

お
客
様
も
予
想
以
上
に
ご
来

場
い
た
だ
い
た
た
め
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
は
午
前
中
で
売
り
切
れ

が
続
出
し
ま
し
た
。
古
市
ブ
ー

ス
も
資
材
が
不
足
し
ま
し
た

が
、
午
前
中
で
終
了
し
て
は
申

し
訳
な
い
と
、
急
い
で
何
回
か

買
い
出
し
に
行
き
、
午
後
ま
で

継
続
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
時
期
と
重

な
り
、
久
し
ぶ
り
に
近
所
で
集

う
機
会
と
な
り
、
笑
顔
で
会
話

が
弾
ん
で
い
る
様
子
も
う
か
が

え
ま
し
た
。
ｌ

後
日
、
「
マ
ル
シ
ェ
に
初
め

て
行
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
」

「
第
一
回
と
い
う
こ
と
は
、
次

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
法
の
５
類
に
移
行
さ
れ

た
中
、
感
染
予
防
に
注
意
し

な
が
ら
、
各
団
体
が
行
事
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
平
和
公
園
で
碑
め
ぐ
り

＝_房

7月アクアスロン

(主催:県トライアスロン協会）7月アクアスロン

古
市
学
区
子
ど
も
会
連
合
会

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
「
人
へ

の
や
さ
し
さ
思
い
や
り
を
持
っ

て
接
す
れ
ば
平
和
が
生
ま
れ

る
」
「
普
通
の
こ
と
が
で
き
る

毎
日
を
過
ご
せ
る
私
は
本
当
に

幸
せ
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
」
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

感
想
で
す
。

沼
年
前
の
多
く
の
犠
牲
が
こ

の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
戦
争

回
も
あ
る
の
？
ま
た
や
っ

て
！
」
と
反
響
も
大
き
か
っ
た

の
で
、
今
後
も
古
市
の
団
体
で

協
力
し
て
出
店
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

戸

＝

N

8月中須盆踊り大会

(中須町内会･小瀬自治会）

6月学区球技大会

（学区子ども会）

9月防災体験会

（学区子ども会）
．ー

が
い
か
に
む
ご
い
も
の
で
あ
る

か
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
古
市
学
区
子
ど
も
会
は
、
こ

の
貴
重
な
体
験
で
あ
る
碑
め
ぐ

り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

１
１
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